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＜ダムによらない治水対策の取り組み方針（案）＞

◆球磨川流域の特性とこれまでの治水対策の考え方
・上流（盆地）と下流（平野）：人口・資産が集中
・中流（山間狭窄部）：集落が点在（浸水実績が多い）

→上下流バランス等を考慮しつつ
河川改修＋洪水調節（川辺川ダム等）による治水対策

◆今後の治水対策への取組方針（案）
これまでの検討結果に対する主な意見を踏まえつつ、

○早急に治水安全度・地域防災力を向上させる対策
・上下流バランス等を考慮し、直ちに実施できるものに重点的に取り組む

← 説明資料①p.３４の【考え方１】

→実施中のもの：一層の推進（スピードアップ）
→未実施のもの：早急に実施に着手、又は実施に向けた検討に着手

（市房ダムの再開発を含む）
・ハード整備と併行して、先進的なソフト対策にも積極的に取り組む

← 説明資料①p.３４の【考え方２】

→県や流域市町村との連携の一層の強化
○治水安全度を一層向上させる対策
・社会的・技術的・経済的な面から、実現可能性の検討に着手

← 説明資料①p.３５の【考え方３】

→地元の意向や新たな用地補償、コスト等に考慮が必要
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＜早急に治水安全度・地域防災力を向上させる対策（案）＞
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現況地盤面

▽

堤防補強

ＪＲ肥薩線

深掘れ箇所
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萩原地区の堤防補強

堤防未整備地区の段階的築堤

【想定される効果】
S40.7降雨が発生した場合、

計算水位が
・八代地区や人吉地区で
計画高水位を上回るが、
堤防高を下回る。

・中流部では現在の嵩上げ
地盤高を上回るが、現状の
水位より下がる。

被害を最小化するためのソフト
対策（県や市町村と連携）

・災害関連情報収集や伝達の強化
・土地利用規制
・水防体制や避難・誘導体制の強化

など

市房ダムの再開発
●現行 ●再開発後

・洪水時満水位の１ｍ上昇

・利水容量の減量（洪水調節容量として活用）

▽249m

▼277.5m

▽283m 洪水時満水位

堆砂容量 510万m3

現行の洪水調節容量 850万m3

▽249m

洪水時満水位

▼267.00m

▽284m

洪水調節容量
２，３２０万m3

利水容量（かんがい、発電）
2,660万m3

○現在の洪水調節容量、現在の操作規則

再開発

○洪水調節容量の増量、操作規則の変更

ダム容量増 160万m3

堆砂容量 510万m3

利水容量の減量とダム
容量の増量により洪水
調節容量を増量

２，３２０万m3活用

利水容量の減量とダム
容量の増量により洪水
調節容量を増量

２，３２０万m3活用

▽277.5m第一期制限水位（６月１１日～７月２１日）

▽270m第二期制限水位（７月３１日～９月３０日）▽270m

利水容量 １，３５０万m3

農業用水確保水位
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直ちに実施する対策
実施に向けた検討に直ちに着手する対策

0 10km

下流部の掘削

堆積が著しい箇所の河床掘削

土砂堆積

掘削後

流下能力の維持

市房再開発b

※いずれも必要に応じて関係機関と協議
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萩原地区の堤防補強・下流部の掘削（八代市） ３



萩原地区の堤防補強・下流部の掘削（八代市） ４

萩原地区

現在実施中の深掘れ対策

現況地盤面

▽

堤防補強

ＪＲ肥薩線

深掘れ箇所

7k600
（右岸）

萩原地区の堤防補強

現況地盤面

▽
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萩原地区の堤防補強

新萩原橋

球磨川大橋

球磨川橋梁

下流部の掘削

肥薩おれんじ鉄道

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要



堆積が著しい箇所の河床掘削対象箇所（八代市・芦北町・球磨村） ５
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堆積が著しい箇所の河床掘削対象箇所（八代市・芦北町・球磨村） ６
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◆ 市町村別掘削量

八代市 約 118千m3

堆積が著しい箇所の河床掘削

③

凡 例

平水位より上部の堆積土砂の撤去範囲

平水位から下部の堆積土砂の撤去範囲
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実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要



堆積が著しい箇所の河床掘削対象箇所（芦北町・球磨村） ７



堆積が著しい箇所の河床掘削（芦北町・球磨村） ８
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◆ 市町村別掘削量

堆積が著しい箇所の河床掘削

平水位より上部の堆積土砂の撤去範囲

市町村界

凡 例

芦北町 約 268千m3

球磨村 約 368千m3

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要



９宅地嵩上げ（浸水常襲地区） （八代市・芦北町・球磨村）



１０宅地嵩上げ（浸水常襲地区） （八代市・芦北町・球磨村）

【改修前】八代市坂本町今泉地区

事業完了

未改修

凡　　　　　例

坂本町

芦北町

球磨村

対象地区

H21.10時点

中流部には川沿いの低
いところに、浸水常襲地
区が点在しており、現在
も宅地嵩上げ等による
河川改修を実施中。

【改修後】八代市坂本町今泉地区

【改修後】球磨村芋川地区

計画高水位

平水位

水位低下

平水位

宅地嵩上げイメージ

嵩上げ

【改修前】球磨村芋川地区

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要

実施済



１１人吉地区の部分築堤対象箇所（人吉市）



人吉地区の部分築堤対象箇所（人吉市）

人吉市

１２

堤防未整備箇所の部分築堤

現況堤防法線

部分築堤

凡　　　　　例

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要



市房ダムの再開発の検討条件 １３

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要

●現行 ●再開発後

・洪水時満水位の１ｍ上昇

・利水容量の減量（洪水調節容量として活用）

▽249m

▼277.5m

▽283m 洪水時満水位

堆砂容量 510万m3

現行の洪水調節容量 850万m3

▽249m

洪水時満水位

▼267.00m

▽284m

洪水調節容量
２，３２０万m3

利水容量（かんがい、発電）
2,660万m3

○現在の洪水調節容量、現在の操作規則

再開発

○洪水調節容量の増量、操作規則の変更

ダム容量増 160万m3

堆砂容量 510万m3

利水容量の減量とダム
容量の増量により洪水
調節容量を増量

２，３２０万m3活用

利水容量の減量とダム
容量の増量により洪水
調節容量を増量

２，３２０万m3活用

▽277.5m第一期制限水位（６月１１日～７月２１日）

▽270m第二期制限水位（７月３１日～９月３０日）▽270m

利水容量 １，３５０万m3

農業用水確保水位



堤防未整備地区の段階的築堤（錦町・相良村） １４



堤防未整備地区の段階的築堤（錦町・相良村） １５

相良村

人吉市

錦町

遊水効果イメージ図

現況でのS40.7洪水シミュレーションの計算水位

より地盤が低い農地のうち、堤防未整備箇所

・堤防がない区間に小堤を築堤することで、
堤内地の農地の浸水頻度を抑えるとともに、
S40.7洪水のピーク時に洪水が堤内地に流入し、
遊水効果が発揮できるように検討。

球磨川・川辺川の堤防未整備箇所
約７．４ｋｍを段階的築堤

段階的築堤箇所

実施にあたっては現地の状況等に応じて更なる検討が必要

遊水効果

堤防築堤

0.8～3.2ｍ

球磨川・川辺川

S40.7洪水時の
ピーク水位

これまでは浸水
していた洪水時
水位
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＜治水安全度を一層向上させる対策（案）＞

萩原地区の堤防補強

放水路の整備

市房ダムの再開発

遊水地

周囲堤

横堤 堀り込み

遊水地

周囲堤

横堤 堀り込み

遊水地などの貯留施設の整備

人吉地区の部分築堤

計画高水位

平水位

水位低下

平水位
嵩上げ

再嵩上げ

中流部の再嵩上げ等

H.W.L

平水位

H.W.L

平水位

上流部の掘削

人吉地区の部分拡幅

社会的、技術的、経済的な面からの実現
の可能性についての検討に着手する事項

引堤・築堤・嵩上げ

H.W.L

平水位

H.W.L

平水位

中流部の掘削

人吉

下流部の掘削

岩盤線

H.W.L

平水位

61/800

人吉地区の掘削

※いずれも必要に応じて関係機関と協議

１６

被害を最小化するためのソフト
対策（県や市町村と連携）
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